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紅坊（レッドタウン）
　年代の鉄工所跡地をリノベーションし、年に誕生したアートスポ
ット。立体彫刻が並べられた芝生の公園を中心に、美術館、ギャラリー、カ
フェ、企業のショールーム・オフィス、専門学校などが入居する建物をぐる
りと配置。気軽に散歩できるアート公園として家族連れにも人気がある。

Ｋ

ア
ー
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

　
２
０
１
３
年
に
開
業
し
た
最
新
ス
ポ
ッ
ト
。
ド
ル
チ
ェ
＆

ガ
ッ
バ
ー
ナ
、
ア
ル
マ
ー
ニ
な
ど
の
高
級
ブ
ラ
ン
ド
や
高
級

レ
ス
ト
ラ
ン
に
交
じ
っ
て
、が
っ
て
ん
寿
司
、は
な
ま
る
う
ど

ん
な
ど
の
和
食
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
も
入
居
。
各
所
に
国
内

外
の
現
代
芸
術
家
達
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
と
同
時
に
芸
術
ウ
オ
ー
ク
を
楽
し
め
る
。
地
階
の
展

覧
会
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
随
時
企
画
展
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｍ

ア
ー
ト
創
意
園

　
１
９
３
０
年
代
に
建
て
ら
れ
た
紡
績
工
場
と
倉
庫
跡
の

棟
が

２
０
０
２
年
、
上
海
市
の
支
援
で
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
変
身
。
ギ

ャ
ラ
リ
ー
、
シ
ョ
ッ
プ
、
カ
フ
ェ
、
オ
フ
ィ
ス
な
ど
１
３
０
以
上

の
施
設
が
集
積
。世
界
中
か
ら
気
鋭
の
芸
術
家
が
集
ま
っ
て
い
る
。

上海当代芸術館（ＭＯＣＡ）
　人民公園の一角にある私設美術館。
年に温室を改装、オープンした。
上海市の若者に人気が高い。人民公園
の一角にある私設美術館。アニメなど
ポップカルチャーの展示も多く、最近
では日本人アーティストの草間彌生の
展覧会が開催され、当館最多入場数を
記録する等大きな反響を呼んだ。

高
層
ビ
ル
群
の
夜
景

　
黄
浦
江
を
挟
ん
で
東
側
の
浦
東
エ
リ
ア
は
、
上
海
テ
レ
ビ
塔
や
上
海
森

ビ
ル
な
ど
の
立
ち
並
ぶ
高
層
ビ
ル
群
が
色
と
り
ど
り
の
電
飾
で
光
り
輝

き
、
観
光
客
や
上
海
っ
子
達
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
黄
浦
江
の
遊

覧
船
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
で
は
、両
岸
の
夜
景
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
中
国
の
経
済
と
金
融
の
中
心
都
市
、
上
海
市
。
国
際
色
豊
か
な
こ
の
近
代

都
市
は
、
ア
ジ
ア
現
代
ア
ー
ト
の
先
進
地
と
い
う
一
面
も
併
せ
持
つ
。
今
年


月
に
開
催
予
定
の
第

回
上
海
国
際
芸
術
祭
と
第

回
上
海
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
に
は
、
世
界
中
か
ら
数
多
く
の
来
場
者
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
都
市
を
挙

げ
て
の
芸
術
文
化
振
興
で
、
「
中
国
現
代
ア
ー
ト
」
は
新
し
い
観
光
資
源
と

し
て
注
目
を
浴
び
始
め
て
い
る
。

　
中
国
駐
日
本
観
光
代
表
処
、
上
海
市
観
光
局
、
中
国
国
際
航
空
日
本
支
社

は
、
今
月

～

日
の
日
程
で
、
旅
行
会
社
の
中
国
旅
行
企
画
担
当
者
を
対

象
に
、
中
国
現
代
ア
ー
ト
視
察
研
修
を
実
施
。
同
行
取
材
し
た
内
容
を
リ
ポ

ー
ト
す
る
。

　
上
海
で
は
、
美
術
館
な
ど
の
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
で
写
真
撮
影
が
で
き
る
場

所
も
多
く
、
ア
ー
ト
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
楽
し
み
、
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
純
粋
な
観
光
旅
行
だ
け
で
な
く
、
国
際
展
示
会
参
加
や
ビ
ジ
ネ
ス
訪

問
な
ど
の
需
要
が
多
い
上
海
。
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
な
ど
の
味
付
け
に

「
現
代
ア
ー
ト
」を
組
み
入
れ
て
み
る
の
も
面
白
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
江
口
英
一
】

旧
租
界
地
の
夜
景

　
上
海
の
夜
景
の
美
し
さ
は
世
界
的
に
も
有
名
。
黄
浦
江

を
挟
ん
で
西
側
の
旧
租
界
地
は
、
河
岸
に
連
な
る
石
造
り

の
建
築
物
群
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
歴
史
の
重
み
を
際

立
た
せ
る
。

ジュメイラ上海・ヒマラヤホテル
　ドバイで７つ星ホテル「バージュ・アル・アラブ」
や５つ星ホテル「ジュメイラ・ビーチホテル」を展開
するジュメイラ・ホテルズ・グループのアジア初進出
ホテル。磯崎新氏の設計。エントランス、ロビー、廊
下、客室など、至る所に絵画・書画、彫刻・オブジェ
などの芸術作品が展示されており、〝アートホテル〟
とも呼ばれる。

上海雑技団
　時代ともに進化する上海雑技
団。「ＥＲＡ時空の旅」は伝統的
雑技とは一線を画する、サーカス
のファンタジーショーだ。

上海ヒマラヤ美術館
　ジュメイラ上海・ヒマラヤホテ
ル、ショッピングモール、イベン
トホールなどが一体となった複合
施設「ヒマラヤセンター」の一角
を構成する現代アート美術館。

老
碼
頭
（
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ
　
Ｄ
ｏ
ｃ
ｋ
ｓ
）

　
２
０
０
８
年
９
月
、
再
開
発
が
進
む
黄
浦
江
の
ほ
と
り
に
開

業
。
噴
水
広
場
を
中
心
に
レ
ン
ガ
造
り
の
倉
庫
群
を
再
生
し
た

建
物
が
連
な
り
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
や
ギ
リ
シ
ャ
料
理
店
、
キ

ュ
ー
バ
ブ
ラ
ン
ド
の
シ
ガ
ー
バ
ー
、
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
専
門
店

な
ど
が
並
ぶ
ト
レ
ン
デ
ィ
ー
ス
ポ
ッ
ト
。
か
つ
て
は
船
着
き
場

や
市
場
、
工
場
な
ど
が
集
ま
る
歴
史
あ
る
埠
頭
だ
っ
た
こ
と
か

ら
老
碼
頭
（
古
い
港
）
と
い
う
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

南
京
路
歩
行
街

　
上
海
市
内
の
代
表
的
な
繁
華
街
。
１
８
５
１
年
に
開

発
が
始
ま
っ
た
商
業
街
で
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
外
観

の
老
舗
百
貨
店
や
最
新
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
、

観
光
客
向
け
土
産
物
店
な
ど
が
混
在
す
る
。

田
子
坊

　
租
界
時
代
に
建
て
ら
れ
た
石
庫
門
の
集

合
住
宅
が
残
る
古
今
交
錯
の
ト
レ
ン
ド
エ

リ
ア
。
１
９
９
９
年
に
上
海
の
著
名
芸
術

家
が
こ
こ
に
ア
ト
リ
エ
を
構
え
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
国
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
集
ま
り
、
や
が
て
〝
上
海
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
〟

と
呼
ば
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
迷
路
の
よ

う
な
一
角
に
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
、カ
フ
ェ
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
バ
ー
、
雑
貨
店
な
ど
が
軒

を
連
ね
、
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
が

絶
え
な
い
。

ロックバンド（ＲＯＣＫ　ＢＵＮＤ）
　ロックフェラーグループが年頃から再開発を進めている、外灘（ＢＵＮＤ）の
北側、蘇州河と黄浦河が交わる一帯のエリア。美しい歴史的建造物を見ながら、散
策、ショッピング、アート鑑賞が
できるスポット。上海外灘美術館
（ロックバンド・アートミュージ
アム）では入場無料で数々の実験
的なアートを鑑賞できる。

新天地
　市街区のレンガ造りの古い建物が残る地域を再開発して年に開業
した地区。ショッピングセンター、レストラン・バー、マンション、オフィ
スなどで構成。アート系イベントなども開かれる。レストラン・バー、
オフィスなどで構成。取材当日は訪れた一般市民のモノクロのスナップ
ショットを建築物に貼っていくという斬新なアートイベントを開催。


